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亀山警察署協議会議事録 

令和６年度第１回亀山警察署協議会

日　　時 令和６年６月25日（火）午前９時30分～午前11時40分 
場　　所 亀山警察署３階会議室

 １　三重県公安委員会 
 　　志田幸雄委員 
 ２　警察署協議会　５名 

出 席 者
 　　小寺久美子委員、酒井健委員、伊達エリンダ幸江委員、 

　　 　　中川崇沖委員、村原菜見子委員 
３　警察署７名 
　　署長、副署長、会計課長、生活安全課長、地域課長、 
　　刑事課長、交通課長

傍聴者数 なし　

公開・非公開の別 公開　

議 事 概 要

１　委嘱状交付 
２　公安委員会委員挨拶 
３　警察署長挨拶及び警察署幹部紹介 
４　会長選出 
　　警察署協議会委員の互選により、会長に小寺委員を選出した。 
５　教養ＤＶＤ「警察署協議会とは」の視聴 
６　亀山警察署及び警察車両等の見学　 
７　管内概況説明（警察署長） 
  ⑴　刑法犯認知件数 
　⑵　特殊詐欺等発生状況 
　⑶　交通事故発生状況 
８　協議内容 
　　⑴　　犯罪の発生状況について 
　　＜委員＞　川崎駐在所管内は、他の駐在所管内と比較して、窃盗被害
　　　　　　が多い要因を教えていただきたい。 
　　【署長】　犯行後、市外に逃走しやすい環境にあることなどが要因と
　　　　　　考えられる。 
　⑵　統計資料の掲載方法について 
    ＜委員＞　三重県警察ホームページには、県内の治安情勢等の統計資
　　　　　　料が掲載されているが、亀山警察署管内の情報を収集するに
　　　　　　は不便である。警察署別に治安情勢等をひとまとめにした資
　　　　　　料を掲載することはできないか。 
　　【生活安全課長】　亀山警察署管内の統計資料は、交番・駐在所の広
　　　　　　報紙や市の広報誌に掲載されている。そのほかの掲載方法に
　　　　　　ついては検討する。 
　⑶　不審者情報について 
　　＜委員＞　先日、学校から不審者情報が届き、不安に感じている。警
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　　　　　　察で不審者情報を認知した際、どの様に対応しているのか。 
　　【生活安全課長】　パトロールを強化し、不審者の発見に努めている。
　　　　　　　不審者の行為が法律に抵触する場合は、積極的に検挙して
　　　　　　いる。法律に抵触しなくても、住民に不安を与えるような行
　　　　　　為があれば指導を行った上、必要に応じて家族等に監督を依
　　　　　　頼したり、関係機関と連携するなどの対応をしている。 
　⑷　交通指導取締りについて 
　　＜委員＞　東御幸町地内で交通指導取締りをする警察官の姿をよく見
　　　　　　かけるが、重点的に取り締まっているのか。 
　　【署長】　街頭活動を行うことは、事故や交通違反の抑止につながる
　　　　　　と考えており、東御幸町は、交通量が多いことに伴い事故や
　　　　　　交通違反者も多いため、積極的に交通指導取締りを行ってい
　　　　　　る。運転の際は、余裕を持ち、安全を第一に考えていただき
　　　　　　たい。 
　　＜委員＞  事故や交通違反が多いのは、道路形態も影響しているので
　　　　　　はないか。 
　　【署長】  道路管理者等と改善策を検討したいと考える。 
　⑸　特殊詐欺について 
　　＜委員＞　高齢者が特殊詐欺被害にあうことが多いが、親族に高齢者
　　　　　　がいるほか、仕事柄、高齢者と関わることが多いため不安に
　　　　　　感じている。自動通話録音警告機を活用することは効果的で
　　　　　　あると思っており、どのように周知を図っているのか教えて
　　　　　　いただきたい。また、警察署で無償貸出しをしているとのこ

 　　　　　　とであり、運用状況を教えていただきたい。
　　【生活安全課長】　巡回連絡や各種講話などの機会を通じて周知を図
　　　　　　っている。亀山警察署に自動通話録音警告機の配分は10台あ
　　　　　　るが、全て貸出し中である。他の対策として通信事業社が、
　　　　　　国際電話との通話を無償で休止するサービスなどを提供して
　　　　　　いることから活用していただきたい。 
　　＜委員＞　今後、自動通話録音警告機の貸出しを希望された場合はど
　　　　　　うするのか。 
　　【生活安全課長】　再配分や返還がない限り、自費で購入していただ
　　　　　　く必要がある。事業者や他機関等が実施している取組もある
　　　　　　ため、活用していただきたい。　　　 
　　＜委員＞　民生委員や社会福祉協議会は、高齢者との関わりが深いた
　　　　　　め、協力して対策を講じていただきたい。 
９　公安委員会委員講評　

備　　考 報道機関１社１名　　　　　　　　　　　


